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　　　  新型コロナの影響を逆に良い方向へと導く方法はある？
　　　  新型コロナ騒動を《踏み台》に業界が飛躍する道を探る①
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のは事実だよね。本当の姿を業界側が有効に発信でき
ていなかったという側面も確かにある。その理由とし
ては、見た目の部分でのアピールしかやりようがな
かったということも大きいと思う。だからＤ記者のい
うように、危険は見た目ではわからない、という意識
が浸透しつつある現在は、新しいイメージアップの方
法が可能になるのではないか。その考え方も実によく
わかる。
記者Ｃ　そうですね。それにこういうことは我田引水
でもなんでもいいと思うんです、逆に。とにかく発信
していくことが大切ですから。そういう意味で、建設
業界や電気設備業界はこれまで、有効な成果は挙がっ
ていなかったにしろ、決して 3K じゃないという部分
をアピールするための努力はかなりしてきていると思
います。その成果を今こそ、大々的に発信したらいい
んじゃないかな。
司会者　なるほどね。新型コロナウイルスの影響で衛
生面の問題にやたらと関心が高まりつつある現在な
ら、逆にこれまでの建設・電設業界の努力のアピール
は伝わりやすくなっているかもしれないね。
記者Ｄ　それそれ、それをいいたかったのです（笑）。
そうしたこれまでの努力の成果をベースに、さらに現
場で現在行っているマスクやフェイスシールドの徹
底、消毒関係の各種の措置、さらには暑熱対策の空調
服の導入をはじめとする各種の対策などをアピールし
ていけば、建設業界や電設業界は非常に安全面の基準
や、衛生面の基準が想像以上に厳格だし、働いている
人のためを思っての措置も多彩に行われていると。
そういう良いイメージが一般に浸透していけば、たと
えば就活する本人もですが、親御さんが喜ぶんじゃな
いですかね。
記者Ａ　最近の就活生は親御さんのいうことを割によ

☆新型コロナの災いを福に転じるには？
司会者　今や新型コロナウイルスの話題を抜きには何
事も語れない状況になっているよね。恐れていた建設
現場でのクラスターの発生は、思っていたほどには出
ていないけど、ちらほらニュースになり始めている。
　ただ、明るい材料は何もないみたいに感じるかもし
れないけど、逆にこういう状況だからこそ考えられる
明るい道、新たな道もあるんじゃないかな？
記者Ｂ　それはあるはずですよ、絶対。新型コロナウ
イルスの影響で、気息奄々になるかと思われた飲食の
業界に、宅配システムなどで新たな潮流が生まれてき
たりしています。ああいう事例が如実に物語っている
ように、物事は何でもマイナス面が生じれば逆にプラ
ス面も出てくるというのが道理ですからね。
記者Ｃ　問題は、じゃあ、建設業界や電気設備業界に
はどのような大逆転の芽があるのか、それが重要です
よね。
記者Ｄ　たとえば建設や電設は長いあいだ、3K 職業
と言われてきましたけど、新型コロナウイルスの発生
によって、どこにいようと、何をしていようと、ウイ
ルスに感染したら何らかの病気になるんだという認識
が改めて国民のあいだに広まりました。それは、従来
の常識で考えられていた「危険」だとか「汚い」だと
かいう、目に見える「K」というのは、実はたいした
ことじゃない、ということに繋がっていくのではない
かと思うんですけど、我田引水が過ぎますか？（笑）
記者Ａ　そうは思わないけど、最近の建設現場は安全
第一でやっているところばかりだから、かつてのよう
な 3K イメージはもはや誤解の域になっているといっ
ていいよね。そうしたかつての 3K イメージの払拭が
うまくできていなかっただけで。
司会者　Ａ記者がいうように、実態が知られていない
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いかもしれないけど、それを口当たり良く感じるのも
実は大人の人たち、なんだね。若者たちではない。
記者Ｂ　つまり業界のイメージアップを図ろうとして
実施するアピールのやり方が、これまでは「業界の大
人（年配の人）たちが、一般の大人（就活生の親の世代）
に向けて発信」する形が主流だった。
　それを全部ひっくり返して、20 代の業界歴の浅い若
者たちが、自分たちの弟や妹ぐらいの年齢の就活生に
向けて、当たり障りのない表現ではなく、本音を中心
にした表現でアピールしていく形に変えていくという
ことですよね。
司会者　なるほどね。それは面白い。その場合には、
何も美辞麗句を並べることはない。オレたちの働いて
いる電気設備業界というのは、工事が完成する時期ま
では休めないこともあるかもしれないけど、「それを
完遂したときの充実感は凄いぜ、ベイビー！」とか。
記者Ｄ　「ベイビー」というのが時代錯誤っぽいです
けど（笑）、いい部分も悪い部分も本音で語るという
のは大賛成です。就活生だってわかっているんだと思
います。いくら良いことばかりを並べられても、信用
できないし、そういう美辞麗句は、逆に若者たちにお
もねっている結果のように捉えられてしまう。つまり
どこかに嘘が混じっていると分かられてしまう。
記者Ａ　そうだろうね。で、その良いこと悪いことを
大人の業界人がいっても、就活生たちには響きにくい
と思うんです。ただ自分たちに年齢の近い先輩が、き
ちんと業界の良いところ悪いところを後輩たちに伝え
て、でも、自分たちはその悪いと思われる部分を是正
していこうと頑張っている。それをするだけの社会的
な価値、自分にとっての価値が、この業界の仕事には
あるんだと語りかけたら、共感が生まれてくる。
司会者　おじさんたちの世代がいくら「大丈夫、大丈
夫、いいことの多い業界だ」といっても嘘くさい（笑）。
だけど、自分たちに近い感性の、若い先輩が包み隠さ
ずしゃべってくれれば信用できるということだよな。
それは確かにあるだろうね。新型コロナウイルスとい
う厄介な相手と闘いつつ、若者たちの共感を得て、業
界の発展を図ろうと思ったら、そういう率直さや潔さ
が必要かもしれないね。（以下、次号に続く）

く聞くタイプの若者が増えているというしね。いいか
もしれない。

☆若者たちは本物の情報を欲している
司会者　そこで問題になってくるのは、そのアピール
の手法だね。間違うと逆効果になるかもしれないし。
記者Ｄ　そうですねぇ。テレビや新聞などの媒体だと
対象が一般的になるし、幅が広くなるので、確かに難
しいかもしれません。
記者Ｃ　訴求する相手が幅広くなりすぎると、結局、
ありきたりというか、当たり障りのないことしかいえ
なくなっちゃうからね。
記者Ａ　確かに、東日本大震災の後の AC 広告機構の
CMみたいな感じになるかも（笑）。
記者Ｂ　それはいえていますね。そういうときにテレ
ビとか新聞とか、いわゆるマス媒体をイメージするの
がそもそも古いのでは？（笑）今ならやはり、ネット
媒体とか、ネットを使った動画の媒体、たとえばユー
チューブなどのような、発信者の個性を大事にした媒
体がいいように思います。
司会者　従来だと広告効果を考えて、広く浅く広報し
ていくという視点が、業界の組合団体なんかにも強
かったと思うんだけど、そういう発想を根底から変え
たほうがいいかもしれないということだよね。
記者Ｂ　そう思いますよ。それも画一的なやり方では
なく、全国各地の組合の青年部なんかが、自分たちの
発想でそういうアピールを映像化して、発信していっ
たら、一つ一つは個別の発信だけど、トータルで凄い
大きなうねりになるのではないでしょうか。
記者Ａ　それは面白いよね。しかも、それを組合の幹
部とかが推進するのではなく、あえて 20 代の組合員
に任せてしまうとかね。それぐらい思い切ったことを
したほうがいいかもしれません。
記者Ｃ　それはいいですね。就活なんかのことを考え
たら、とくに就活生と年齢の近い若者たちの発想を
ベースにすることは、効果的だと思います。
司会者　そうだね。これまではどうしても、組合の役
員さんたちが、端正な感じのアピールを心がけている
例が多くて、それは確かに、表面的には口当たりがい
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